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Abstract
The new type, which is called as an outsorcing type, was introduced in the care-service provided  
in for-profit private home for elderly（one kind of assisted houses）by the revision the long-term
care insurance law in 2005 fiscal year. This new type service is positioned between in-home
service and services at facilities.It is required to employ less staffs than the other type. Because the
staffs are in charge of only the management and monitoring of the care services provided by
outsorcing company. This is said the new important tool for the linkage of the variation of housing
to care service for the safty. But the revision of the law introduced the control system of the amount
of the care-service provided in for-profit private home for elderly to be afraid of the increasing of the
fee of the category 1 insured persons and the fiscal buden of local government. So the growth of
the care-service provided in for-profit private home for elderly failed and the rent-rooms, for
example‘kosentin’（the registerd rent-room only for elderly）, which are under no restriction of
economic point, begin to grow. Many companies will shift to provide housing with care service from
it at facilities. This chapter categorizes the servise type of long term care service system and
analyzes the causes of the shift to housing with care servise from it at facilities , then profess the
new problemes caused by the shift.
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The new type of care-service providing and new problem
導、届出や報告等の煩雑なさなどがあるのに
対して適合高齢者賃貸住宅はそれが免除され
ている。
また、介護保険報酬を比較すると、特定施
設が介護報酬を低く抑えられているのに対し
て、高齢者住宅型では自宅と同額の介護保険
支給限度額が設定されているため、集合住宅
においては利用者宅間の移動に時間がかから
ずサービス提供の際の経済的効率性が高いと
いえる。
医療サイドからの要因をみると、医療分野
においては医療費適正化政策が進められ、平
均在院日数の圧縮、在宅医療の誘導が続くな
か、介護療養病床等の廃止の方針と、医療療
養病棟におけるＲＵＧの導入によって療養病
床の減少傾向が始まり、廃止される療養病床
等の転換先として医療法人に高齢者専用賃貸
住宅や有料老人ホームの設置を付帯業務とし
て認める改正も行われた。「多様な住まい」
政策と在宅医療推進政策の流れを受けて、自
宅と施設以外の第三の居住施設の需要と供給
は高まるものと思われる。なかでも、医療保
険制度における訪問診療や訪問看護は包括型
施設においては原則として認められておら
ず、介護保険だけでなく医療保険も含めた複
合的なサービス提供の展開を考えると、一般
型特定施設よりも外部サービス型特定施設や
高齢者住宅型の施設に介護と医療の外部サー
ビスを組み合わせた事業展開モデルの優位さ
が伺える。
そして利用者が選択する重要なポイントは
「生活や介護に対する安心」であり、有料老
人ホームに該当するような何らかのサポート
サービスを展開していればより入居希望が高
まるであろう。
おわりに
以上のことから考えると、これらの中では
特定施設は総量規制の範囲内で増設されると
思われるが、それを超えるニーズは特定施設
の指定を受けない適合高齢者賃貸住宅によっ
て対応する方向が高まる事が予測されるので
ある。
最後に特定施設の指定を受けない適合高齢
者賃貸住宅が「安心な第三の家」として発展
するため必要な検討課題を指摘したい。
高齢者にとっては大変似通った商品が有料
老人ホームは厚生労働省、適合高齢者賃貸住
宅は国土交通省という異なる行政組織の政策
によって作られ、別々に販売されていること
による弊害はないか、と言う点である。高齢
者が比較検討しやすく誤解を与えない情報の
整理と提供が何よりも必要であるが、実態と
しては全く同一のもの（表２中の図番号が同
じ有料老人ホームと適合高齢者賃貸住宅は実
態としては同一である）を、別々の省庁が違
った基準で管理するという体制で、その指導
や規制の差はかなり大きい。これは弊害を生
む元凶になると思われる。
前に外部サービス利用型特定施設において
は、外部事業者をどこまで指揮監督できるか、
介護事故やトラブル対応など制度設計道り上
手く機能するか、介護保険制度より支給され
る報酬で賄いきれない介護ニーズにどう対応
するか等これまでと違ったシステム作りが求
められることを述べたが、介護サービスの給
付責任が全くない【高齢者住宅型】サービス
提供形態においては問題はさらに深刻であ
る。サポートサービスが少なく、あくまでも
自宅であること、家族介護者の助けを当てに
して制度設計されている介護保険では、支給
限度額の範囲では重度化した要介護者を充分
介護できないと言われていることなどを考え
ると、介護サービスが充分受けられず生活困
難に陥っている高齢者が集団で存在する環境
を作る結果を招くことも充分予測できるので
ある。
注１）自治体に嫌われる有料老人ホーム．町田市は
総量規制を撤廃へ．週刊ダイヤモンド　2007/11/10
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